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３月定例議会
業事な主

６６月月定定例例議議会会
会期 ６月５日～１５日 （１１日間）
一般会計補正3億3千5百65万千円

・経済対策臨時交付金事業 2億4百81万9千円
・雇用再生基金 3千5百17万円
・緊急雇用創出基金 千7百18万4千円

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て平
成
二
十
年
度
国
の
第
二
次

補
正
予
算
に
伴
う
生
活
対
策
臨

時
交
付
金
対
象
十
事
業
と
、
定

額
給
付
金
給
付
事
業
、
子
育
て

応
援
特
別
手
当
交
付
金
支
給
事

業
、
広
域
漁
港
整
備
事
業
、
道

整
備
交
付
金
事
業
、
計
十
四
事

業
三
億
八
千
六
百
六
十
六
万
円

の
各
翌
年
度
繰
越
額
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十

六
条
第
二
項
に
基
づ
く
も
の
。

山
林
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

・
町
有
林
間
伐
事
業
委
託
料

千
万
円
。

乳
幼
児
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
の
開
始
に
伴
い
、
高
額
介

護
合
算
療
養
費
制
度
か
ら
支
給

を
受
け
た
額
に
つ
い
て
は
、
乳

幼
児
の
医
療
費
の
助
成
対
象
経

費
か
ら
除
外
す
る
た
め
の
改
正
。

母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

県
の
補
助
金
交
付
要
綱
の
自

己
負
担
額
の
一
部
改
正
と
高
額

医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の

開
始
に
伴
い
、
支
給
を
受
け
た

額
に
つ
い
て
は
、
母
子
家
庭
等

医
療
費
の
助
成
対
象
経
費
か
ら

除
外
す
る
も
の
。

平
成
二
十
一
年
度
道
越
地

区
広
域
漁
港
整
備
事
業
二

号
防
波
堤
新
設
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

請
負
金
額
三
千
四
百
五
十
九

万
七
千
五
百
円
。

契
約
者
松
尾
建
設
�
。

平
成
二
十
一
年
度
多
良

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐

震
補
強
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

請
負
金
額
三
千
四
十
五
万
円
。

契
約
者
木
下
建
設
�
。

平
成
二
十
一
年
度
太
良
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
二
億
四
百
八
十
一
万
九

千
円
、

・
雇
用
再
生
基
金
事
業
三
千
五

百
五
十
七
万
円
。

・
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

千
七
百
十
八
万
四
千
円
な
ど
、

・
合
計
三
億
三
千
五
百
六
十
五

万
千
円
の
増
額
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五

十
二
億
六
百
六
十
五
万
千
円
で

あ
る
。

山
林
特
別
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
主
な
も
の

・
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
の

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
委

託
料
六
百
四
十
九
万
七
千
円
。

・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

事
業
の
町
有
林
間
伐
等
森
林

整
備
委
託
料
千
五
百
万
円
。

漁
業
集
落
排
水
特
別
会
計

補
正
予
算

一
般
管
理
費
四
万
千
円
。

減
額
補
正
は
、
六
月
支
給
、

国
家
公
務
員
の
期
末
、
勤
勉
手

当
の
改
定
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算

総
務
費
十
四
万
三
千
円
。

減
額
補
正
は
、
六
月
支
給
、

国
家
公
務
員
の
期
末
、
勤
勉
手

当
に
準
じ
改
定
。
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水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

配
水
及
び
給
水
費
三
万
五
千

円
及
び
総
務
費
十
二
万
二
千
円

の
減
額
補
正
は
、
六
月
支
給
、

国
家
公
務
員
の
期
末
、
勤
勉
手

当
に
準
じ
改
定
。

町
立
太
良
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

六
月
支
給
・
国
家
公
務
員
の

期
末
・
勤
勉
手
当
の
改
定
に
準

じ
、
六
百
八
十
九
万
千
円
の
減

額
と
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
に
伴
う
請
負
工
事
費
を
は
じ

め
器
械
・
備
品
・
車
輌
購
入
の

た
め
に
、
総
額
千
七
百
八
十
五

万
円
の
増
額
。

臨
時
議
会

５月２９日

税
条
例
の
一
部
改
正
（
専

決
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
町
税
条
例
の
改
正
。

主
な
内
容
は

一
・
寄
附
金
控
除
様
式
の
追
加

二
・
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
町

民
税
の
軽
減
税
率
適
用
期

間
の
延
長
措
置

三
・
宅
地
等
に
係
る
固
定
資
産

税
負
担
の
負
担
調
整
措
置

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
（
専
決
）

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
改
正
。

主
な
内
容
は
、
軽
減
措
置
の

見
直
し
と
介
護
納
付
金
の
課
税

限
度
額
を
九
万
円
か
ら
十
万
円

に
引
き
上
げ
る
も
の
。

太
良
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
専
決
）

・
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
、

町
債
等
の
額
が
確
定
し
た
こ

と
に
伴
う
財
源
措
置
。

・
歳
出
に
つ
い
て
は
、
各
事
業

費
の
確
定
に
伴
う
追
加
。

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
五
十
一
億
七
千
二
百
六

十
七
万
七
千
円
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
専
決
）

・
歳
入
が
国
庫
・
県
費
の
財
政

調
整
交
付
金
等
の
確
定
に
伴

う
財
源
措
置

・
歳
出
が
特
定
検
診
等
事
業
費

の
確
定
に
伴
う
補
正
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
専
決
）

簡
易
水
道
特
別
会
計
事
業
費

の
確
定
等
に
よ
る
歳
入
歳
出
予

算
額
の
補
正
。

町
立
太
良
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
専
決
）

防
犯
カ
メ
ラ
増
設
工
事
と
リ

ハ
ビ
リ
室
カ
ー
テ
ン
取
り
付
け

工
事
に
要
し
た
費
用
に
対
し
、

国
の
補
助
金
、
国
民
健
康
保
険

特
別
調
整
交
付
金
百
三
十
万
円

の
交
付
が
確
定
し
た
も
の
。

特
別
職
及
び
職
員
の
費
用

弁
償
等
支
給
条
例
の
一
部

改
正

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、

議
員
、
の
期
末
手
当
及
び
職
員

の
期
末
・
勤
勉
手
当
を
国
家
公

務
員
の
改
定
に
準
じ
減
額
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
パ
ソ
コ
ン
（
一
一
〇
台
）、

八
百
七
十
六
万
六
千
四
百
五

十
円

・
契
約
の
相
手

リ
コ
ー
九
州
株
式
会
社

・
取
得
の
理
由

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
職
員
用

パ
ソ
コ
ン
の
更
新

・
消
防
積
載
車
三
台

取
得
価
格
七
百
三
十
三
万
八

千
四
百
二
十
円

契
約
者

株
式
会
社
大
東

勤勉手当

－

－

－

－

△０．０５月

期末手当

△０．１５月

△０．１５月

△０．１５月

△０．１５月

△０．１５月

凍結分

△０．１５月

△０．１５月

△０．１５月

△０．１５月

△０．２０月

勤勉手当

－

－

－

－

０．７

期末手当

１．４５

１．４５

１．４５

１．４５

１．２５

職員等

議 員

町 長

副町長

教育長

職 員

平成２１年度６月に支給する期末手当及び勤勉手当の月数
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答
▼
絶
対
あ
っ
て
は
い
け
な
い
事
だ
。

山山
口口

こ
こ
数
年
病
院
問
題
に

は
議
員
の
質
問
が
多
い
。

運
営
、
経
営
に
つ
い
て
も
各

議
員
も
心
配
し
て
い
る
。

し
か
し
外
見
よ
り
も
中
身
の

し
っ
か
り
し
た
病
院
で
あ
っ

て
欲
し
い
。

内
部
の
改
善
に
つ
い
て
問

う
。

病
院
長

管
理
職
会
議
、
幹
部

職
員
の
経
営
改
革
員
会
議
、

ド
ク
タ
ー
の
み
の
医
局
会
議
、

病
棟
看
護
師
定
例
会
議
、
な

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ

い
て
議
論
を
し
対
応
や
改
善

策
を
考
え
て
実
施
し
て
い
る
。

山山
口口

こ
こ
に
私
あ
て
に
手
紙

が
届
い
た
が
、
そ
の
中
身
の

一
部
で
は
、
太
良
病
院
内
の

職
員
間
で
の
い
じ
め
に
、
お

ど
ろ
い
て
い
る
、
又
そ
の
中

に
は
ウ
ツ
の
状
態
に
あ
る
方

も
い
る
と
い
う
事
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
問
題
も
十
分
に
考

え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長

差
出
人
が
誰
で
あ
る
の

か
、
ウ
ツ
に
か
か
っ
て
い
る

人
は
誰
な
の
か
、
院
長
、
事

務
長
等
に
内
部
の
事
情
を
聞

い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
が
そ
ん

な
こ
と
は
あ
っ
て
い
な
い
と

の
報
告
を
受
け
た
が
、
細
部

に
つ
い
て
は
ま
た
調
べ
さ
せ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

山山
口口

こ
の
問
題
を
ほ
っ
と
く

か
、
ほ
っ
と
か
な
い
か
が
気

に
な
る
が
。

病
院
事
務
長

院
内
全
職
員
に

そ
ん
な
事
実
が
あ
る
か
確
認

さ
せ
て
い
る
。

一
ヵ
月
に
一
回
の
全
職
員

の
朝
礼
を
行
い
、
そ
の
事
を

う
か
が
っ
た
が
は
っ
き
り
し

な
い
、
こ
の
よ
う
な
事
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

山山
口口

こ
の
よ
う
な
問
題
を
取

り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
事
実

で
あ
っ
て
も
な
く
っ
て
も
幾

ら
か
で
も
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

り
、
犠
牲
者
が
い
く
ら
か
で

も
救
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
が
。

指
定
管
理
者
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て

山山
口口

太
良
町
で
も
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、

そ
の
や
さ
き
道
越
環
境
広
場

で
町
民
、
使
用
者
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
と
聞
い
て

い
る
が
。

町
長

使
用
料
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
も
指
導
を
徹
底
し
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
と
違
う
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
単
独
で
判
断

せ
ず
担
当
課
と
協
議
す
る
と

と
も
に
町
民
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
る
指
定
管
理
者
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
も
ら
い
た

い
。

山山
口口

周
辺
地
域
住
民
及
び
施

設
利
用
者
へ
の
対
応
と
い
う

と
こ
ろ
で
地
域
と
の
協
調
と

い
う
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
絶

対
守
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い

け
な
い
。

十
二
月
議
会
に
お
い
て
、

本
当
に
で
き
る
の
か
、
い
ろ

ん
な
問
題
が
お
こ
ら
な
い
か

と
強
く
言
っ
た
が
こ
の
問
題

が
浮
上
し
た
。

円
満
解
決
だ
と
聞
い
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
解
決
か
。

社
会
教
育
課
長

使
用
料
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
再
度
指

導
を
し
て
例
年
、
今
ま
で
ど

う
り
の
使
用
と
い
う
こ
と
で

解
決
し
た
。

山山
口口

大
川
内
地
区
の
公
園
は

区
が
指
定
管
理
者
と
し
て
頑

張
っ
て
管
理
を
し
て
い
る
。

自
分
達
の
地
域
だ
か
ら
十

分
な
管
理
が
行
き
届
き
、
大

切
に
す
る
と
思
う
。

道
越
の
広
場
も
そ
の
よ
う

に
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
か
、
野
球
少
年
に
と
っ
て

も
自
覚
が
で
き
、
物
を
大
切

に
す
る
と
い
う
心
、
又
青
少

年
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
。

企
画
商
工
課
長

指
摘
を
十
分

聞
き
な
が
ら
、
制
度
の
定
着

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

般
問

一
質

太良病院内部の改善を
（中身について）

山口 光章 議員

道越環境広場
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答
▼
改
革
、
改
善
を
し
な
が
ら
町
立
病
院
と

し
て
運
営
す
る
。

牟牟
田田

町
立
太
良
病
院
の
診
療

科
目
で
黒
字
の
科
目
と
赤
字

の
科
目
は
何
科
と
何
科
か
。

病
院
長

減
価
償
却
費
を
算
定

に
入
れ
た
場
合
と
入
れ
な
い

場
合
と
で
答
え
る
。

算
定
に
入
れ
た
場
合
は
、

全
診
療
科
が
赤
字
に
な
り
、

入
れ
な
い
場
合
は
内
科
、
外

科
、
整
形
外
科
が
黒
字
、
小

児
科
と
耳
鼻
咽
喉
科
が
赤
字

と
な
る
。

牟牟
田田

小
児
科
は
若
い
人
達
が

安
心
し
て
子
育
て
を
す
る
為

に
は
少
々
の
赤
字
で
も
残
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長

病
院
を
つ
く
る
時
点
で

小
児
科
は
赤
字
覚
悟
で
設
置

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
、
太

良
町
に
絶
対
必
要
な
診
療
科

目
は
、
今
後
も
極
力
残
し
て

い
く
。

牟牟
田田

町
立
病
院
の
建
設
費
の

返
済
額
は
元
利
合
計
で
年
間

い
く
ら
か
。

病
院
事
務
長

平
成
二
十
年
度

で
元
金
二
千
六
百
五
十
六
万

四
千
二
百
二
十
四
円
、
利
息

が
三
千
六
百
二
十
五
万
七
千

八
百
二
十
六
円
、
合
計
六
千

二
百
八
十
二
万
二
千
五
十
円
、

今
後
六
千
万
円
台
が
平
成
二

十
二
年
度
ま
で
平
成
二
十
三

年
度
か
ら
五
年
間
、
一
億
一

千
万
円
台
が
続
き
、
そ
れ
を

過
ぎ
る
と
八
千
万
円
台
が
二

十
年
間
ほ
ど
続
く
。

牟牟
田田

町
長
が
老
人
大
学
等
で

説
明
さ
れ
て
い
た
、
町
立
太

良
病
院
は
実
質
四
〜
五
百
万

円
の
黒
字
に
つ
い
て
の
根
拠

は
何
か
。

減
価
償
却
費
を
算
定
に
入

れ
な
い
場
合
九
百
五
十
六
万

九
千
百
九
十
七
円
赤
字
。

減
価
償
却
費
を
算
定
に
入

れ
た
場
合
一
億
三
千
七
百
二

十
八
万
三
千
七
百
四
十
六
円

赤
字
。

減
価
償
却
費
を
算
定
に
入

れ
た
場
合
全
診
療
科
赤
字
。

減
価
償
却
費
を
算
定
に
入

れ
な
い
場
合
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
が
黒
字
で
小
児
科
、

耳
鼻
咽
喉
科
が
赤
字
。

病
院
事
務
長

介
護
保
険
関
係

の
中
で
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
非
常
に
業
績
が
よ

く
も
ろ
も
ろ
を
相
殺
す
る
と

何
百
万
円
か
の
黒
字
に
な
る

と
改
革
委
員
会
で
説
明
し
た
。

牟牟
田田

現
在
年
間
七
千
万
円
前

後
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る

が
企
業
会
計
全
部
適
用
か
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
た

場
合
も
、
同
額
程
度
の
補
助

を
し
て
い
く
の
か
。

町
長

あ
く
ま
で
太
良
病
院
は

民
間
に
身
売
り
云
々
じ
ゃ
な

く
、
残
す
と
い
う
考
え
で
必

要
な
補
助
は
し
て
い
く
考
え

で
い
る
。

牟牟
田田

医
師
の
確
保
が
難
し
い

と
い
う
事
だ
が
実
状
は
ど
う

か
。

病
院
事
務
長

特
に
小
児
科
は

難
し
く
な
っ
て
お
り
佐
賀
大

学
の
医
学
部
か
ら
も
な
か
な

か
先
生
を
派
遣
で
き
る
状
況

に
な
い
と
言
わ
れ
続
け
粘
っ

て
粘
っ
た
あ
げ
く
が
現
在
の

状
況
で
あ
る
事
を
御
理
解
願

い
た
い
。

町
立
太
良
病
院
の
運
営
に
つ
い
て
問
う

牟
田

則
雄

議
員

町立太良病院
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答
▼
効
果
的
、
計
画
的
な
推
進
に
努
め
て
い
く

見見
陣陣

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、

そ
の
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら
の

対
策
を
問
う
。

町
長

平
成
十
九
年
四
月
か
ら

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
対
象
者

を
就
学
前
ま
で
年
齢
拡
大
を
図

り
、
女
性
が
安
心
し
て
子
供
を

産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
妊

婦
健
診
や
出
産
一
時
金
の
拡
充

な
ど
、
国
、
県
の
制
度
支
援
を

求
め
な
が
ら
、
少
子
化
対
策
の

効
果
的
、
計
画
的
な
推
進
に
努

め
て
い
る
。

見見
陣陣

小
学
生
、
中
学
生
の
医

療
費
は
昨
年
一
年
間
で
ど
れ
く

ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

健
康
増
進
課
長

小
学
生
が
三

千
二
十
四
件
で
七
百
七
十
万
円
、

中
学
生
が
千
六
百
十
六
件
で
二

百
二
十
万
円
で
合
わ
せ
て
九
百

九
十
万
円
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

見見
陣陣

総
務
委
員
会
で
視
察
に

行
っ
た
時
、
小
・
中
学
生
の
医

療
費
を
無
料
に
し
た
ら
、
近
隣

の
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
が
ふ

え
た
と
聞
き
、
太
良
町
と
し
て

も
検
討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

健
康
増
進
課
長

医
療
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
子
供
達
を

産
み
育
て
る
若
い
夫
婦
に
は
安

心
し
て
子
育
て
が
期
待
で
き
る

し
、
少
子
化
対
策
に
よ
い
制
度

だ
と
思
う
の
で
、
上
司
と
相
談

し
検
討
を
し
た
い
。

見見
陣陣

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
、

現
在
し
お
さ
い
館
で
取
り
組
ん

で
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
内
容

を
知
り
た
い
。

町
民
福
祉
課
長

し
お
さ
い
館

で
実
施
し
て
い
る
の
は
、
子
育

て
総
合
支
援
事
業
で
、
外
出
や

所
用
の
折
、
子
供
を
連
れ
て
い

け
な
い
時
に
一
時
預
り
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

見見
陣陣

町
内
に
は
、
病
後
児
保

育
の
施
設
は
な
い

と
言
う
事
だ
が
、

今
後
取
り
組
む
考

え
は
な
い
の
か
。

町
長

こ
の
施
設

は
県
内
を
見
渡
し

て
も
そ
う
な
い
と

思
う
。

児
童
二
名
に
対

し
て
職
員
を
一
名

配
置
し
た
り
、
看

護
師
、
保
健
師
等

い
ろ
ん
な
条
件
が

あ
り
、
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た

い
。

見見
陣陣

現
在
共
働

き
の
方
々
が
ふ
え

て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
施
設
が
あ

れ
ば
女
性
も
働
き

や
す
い
と
思
う
。

も
し
太
良
病
院
あ
る
い
は
、

福
祉
施
設
、
そ
の
他
の
関
連
施

設
で
の
運
営
は
可
能
な
の
か
。

町
長

部
屋
の
改
修
を
し
た
り

保
育
室
を
整
備
す
る
の
が
一
点
、

専
任
の
看
護
師
、
保
育
士
も
配

置
し
た
り
、
子
供
の
病
後
児
保

育
と
い
う
の
は
慎
重
に
と
考
え

て
い
る
。

見見
陣陣

保
育
施
設
な
ど
で
は
子

供
が
病
気
に
な
っ
た
時
、
特
に

風
邪
な
ん
か
は
十
日
間
位
は
休

ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
ん

な
時
に
そ
う
い
っ
た
施
設
が
あ

れ
ば
母
親
も
安
心
し
て
仕
事
に

い
け
る
と
思
う
が
。

町
民
福
祉
課
長

緊
急
の
場
合

も
考
え
て
、
安
心
・
安
全
と
い

う
こ
と
で
医
療
施
設
な
ど
が
病

後
児
保
育
に
は
最
適
だ
と
思
う
。

仮
に
病
院
で
実
施
す
る
場
合
、

一
室
を
き
ち
ん
と
確
保
し
て
隔

離
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
病
後

児
保
育
を
実
施
し
な
さ
い
と
言

う
国
の
指
針
も
あ
る
の
で
今
後
、

検
討
、
研
究
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

少子化対策について

見陣 �幸 議員

しおさい館
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会員委任常務総

◆経済建設常任委員会視察◆◆◆経経済済建建設設常常任任委委員員会会視視察察◆◆
去る６月１７日カキ養殖に関する視察を大浦漁協
支所で養殖担当の説明を受け、その後大浦丸で、
カキ筏現場に行きカキの養殖、発育状況等を視察
した。
視察状況は経済・建設常任委員長の報告で詳細
に掲載します。

所所管管
事事務務
調調査査

去る３月の定例議会において付託された
所管事務調査について、本委員会は、４月
１４日、１５日の２日間町内の福祉施設である
多良岳作業所、昆虫の里、宅老所おおうら、
太良の里、さんはうす、ぬくもいたら、ふる里の森、光風荘の８施設を研修した。社会福祉法人佐賀西部コロニー
の二施設では身体障害者施設昆虫の里、又知的障害者援護施設多良岳作業所では、有明海の海水栽培によるナト
リューム含有量日本一の海水みかんに取り組まれている。

NPO法人宅老所おおうらでは小規模ながら、気軽に交流の充実が細やかに提供されている。
ぬくもいホームたらは日頃隔絶されがちな高齢者と子ども、障害者が安全に集える老若男女を問わず集える場所

であった。
グループホーム太良の里ではゆったりと、自分らしく共に生きるを運営方針に掲げ地域住民とのふれあいを通じ

て生活する歓びに配慮がなされていた。
１２月１日開所された「さんはうす」は認知症対応型共同生活介護施設として５名が入所されていて、利用者家族、
職員の絆を大切にされる小規模施設であった。介護老人保険施設ふるさとの森は施設の特長として、病院での治療
が終わり、症状が安定期にあるお年寄りを家庭復帰を目的とした施設で職員一同、地域に密着した施設の充実に努
力されていた。最後に特別養護老人ホーム光風荘は平均年齢８７．８才、平均介護度３．８９、現在４５名が待機されていた。
太良町全体が確実に高齢化しているのは事実で、高齢化自体のみならず、少子化や産業低迷による生産減少とあ

いまって、産業全体の機能低下の問題であり、私達が直面する現状は、高齢化のみならず、太良町の将来に重要な
問題であると思う。

研修風景

大浦漁協支所にて
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皆さんの声を！皆さんの声を！

Ｈ２１．５．１１

編
集
室
よ
り

編
集
委
員
会
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�

委
員
長

木
下

繁
義

副
委
員
長

見
陣

�
幸

委

員

牟
田

則
雄

山
口

嚴

所
賀

廣

平
古
場
公
子

４
月
〜
６
月

４
・
１

教
諭
赴
任
式

４
・
２

交
通
対
策
協
議
会

４
・
５

消
防
入
退
団
式

４
・
８

太
良
高
校
入
学
式

４
・
９

小
・
中
学
校
入
学
式

４
・
１１

大
浦
地
域
婦
人
会
総

会軟
式
野
球
総
合
開
会

式

４
・
１４
〜
１５

総
務
常
任
委
員

会
町
内
福
祉
施
設
視

察

４
・
１６
〜
１７

市
長
村
議
会
議

員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

４
・
２１

戦
没
者
慰
霊
祭

４
・
２２

身
体
障
害
者
福
祉
協

会
総
会

太
良
町
防
衛
協
会
役

員
会

４
・
２４

佐
賀
県
町
村
議
会
議

長
会
議

火
葬
場
建
設
計
画
検

討
委
員
会

４
・
２７

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

育
英
学
生
審
査
委
員

会

４
・
２８

西
部
政
経
セ
ミ
ナ
ー

４
月
例
会

太
良
地
区
み
か
ん
部

会
総
会

４
・
２９

町
民
体
育
大
会

４
・
３０

町
立
太
良
病
院
改
革

委
員
会
大
村
市
立
病

院
視
察

５
・
７

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

総
務
常
任
委
員
会

５
・
１１
〜
１２

森
林
・
林
業
・

林
産
業
活
性
化
九
州

大
会

５
・
１４

町
立
太
良
病
院
改
革

委
員
会
八
女
市
立
病

院
視
察

議
会
だ
よ
り
編
集
委

員
会

５
・
１７

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
会
式

５
・
１９
〜
２０

議
長
・
副
議
長

研
修
会

国
会
議
員
と
の
懇
談

会

５
・
２１

自
衛
隊
父
兄
会
総
会

防
衛
協
会
総
会

５
・
２２

森
林
組
合
通
常
総
会

商
工
会
総
会

５
・
２５

議
員
全
員
協
議
会

納
涼
夏
ま
つ
り
運
営

協
議
会

５
・
２７

佐
賀
県
町
村
議
会
臨

時
総
会

５
・
２９

臨
時
議
会

議
員
全
員
協
議
会

観
光
協
会
通
常
総
会

６
・
１

議
会
運
営
委
員
会

６
・
５

６
月
定
例
議
会
召
集

議
員
全
員
協
議
会

６
・
７

鹿
島
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ

ク消
防
操
法
大
会
出
場

結
団
式

６
・
９

６
月
定
例
議
会
一
般

質
問

６
・
１２

６
月
定
例
議
会
議
案

審
議

６
・
１７

経
済
建
設
常
任
委
員

会
カ
キ
養
殖
場
視
察

６
・
１９

民
生
委
員
推
薦
会

６
・
２１

町
立
太
良
病
院
改
革

委
員
会
講
演

６
・
２２

多
良
岳
地
区
広
域
農

道
推
進
協
議
会
通
常

総
会

６
・
２３

果
実
農
業
協
同
組
合

通
常
総
会

６
・
２５

鹿
島
地
区
安
全
運
転

協
会
通
常
総
会

６
・
２８

町
立
太
良
病
院
改
革

委
員
会

６
・
３０

太
良
町
竹
崎
か
に
旅

館
組
合
総
会

森森林林・・林林業業・・林林産産業業活活性性化化
九九州州大大会会参参加加

この大会は、２ヵ年毎に開催されるもので今回
は熊本市崇城大学市民ホールに於いて１，４００人参
加。九州会々長熊本県知事山村会長 林野長官
衆参議員参加のもとで熊本大学教授 徳野貞雄氏
の農山村の現状等について講演。
森林の有難さと必要性は人間社会に取って一番

大切で水源涵養の重要を提言され、有意義な大会
であった。

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
も
や
っ

と
明
け
愈
々
夏
本
番
の
季
節
の

到
来
で
あ
り
ま
す
。

七
月
六
日
干
満
の
差
全
国
一
、

月
の
引
力
が
見
え
る
白
浜
海
水

浴
場
海
開
き
が
県
下
各
関
係
者

の
出
席
の
上
、
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
、
保
育
園
児
五
十
人
程

参
加
で
ス
イ
カ
割
初
泳
ぎ
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

七
月
十
六
日
中
山
キ
ャ
ン
プ

山
開
き
が
関
係
者
多
数
の
参
加

で
安
全
祈
願
祭
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
も
御
家
族
連
れ
で

海
、
山
を
御
利
用
し
、
憩
を
満

喫
し
て
下
さ
い
。

平
成
二
十
一
年
も
半
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
世
相
の
景
気
回

復
の
き
ざ
し
も
見
え
な
い
現
状

で
あ
り
ま
す
。

愈
々
国
会
議
員
、
衆
議
員
の

改
選
が
八
月
末
に
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
に
は
国
民
の
義
務
と
し
て

棄
権
を
し
な
い
よ
う
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

議
会
の
あ
ゆ
み

８�太良町議会だより１１３号 平成２１年７月２５日


